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2008 年 3 月 31 日 
 

世代間問題研究機構 2007 年度事業報告 
 

Ｉ．連携融合事業 
 

1.  教員の受けいれ 
①専任教員 
 田中秀明准教授  （財務省） 
 植杉威一郎准教授 （経済産業省） 
 池永肇恵准教授 （内閣府） 
 松本勝明教授  （厚生労働省） 
 
②特任准教授 
黒田祥子氏     （日本銀行） 
白石浩介氏    （三菱総合研究所） 

 
③外国人特任教授 
M.Werding 教授（Ifo Institute for Economic Research）：2007 年 7 月 17 日～2007 年 10 月 16 日 
 

④非常勤研究員 
 鈴村興太郎教授 （早稲田大学） 
 小椋正立教授  （法政大学） 
 玄田有史教授  （東京大学） 

 
2.  国際共同研究の実施（研究代表者：高山憲之、担当はメンバー全員） 
内閣府経済社会総合研究所： 

テーマ：少子高齢化の下での持続的成長と財政再建 
→ 研究成果報告会（2008 年 3 月 4 日～5 日、於東京） 
→ 報告書 (Health Care in Germany and Public Pensions in Japan, 195p.) は以下の website 参照。     

http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/research-report/200803/index.html 
 
3.  国際会議の開催 
①CESifo との国際会議共催（2008 年 2 月 1 日～2 日、於ミュンヘン）（担当：高山・青木） 

   テーマ：Fertility and Public Policy: How to Reverse the Trend of Declining Birth Rates 
→ プログラム・報告資料等は以下の website 参照。 

http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/society/conferences02.html 
http://www.cesifo-group.de/portal/page/portal/ifoHome/c-event/c2conf/50confforthcoming/_confforthcoming?item_link=fpp08_programme.htm 

http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/publication/research-report/200803/index.html�
http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/society/conferences02.html�
http://www.cesifo-group.de/portal/page/portal/ifoHome/c-event/c2conf/50confforthcoming/_confforthcoming?item_link=fpp08_programme.htm�
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②世界銀行・財務省との国際会議共催（2008 年 2 月 20 日～22 日、於東京）（担当：高山・田中） 

テーマ：Closing the Coverage Gap: The Role of Social Pensions  
→ プログラム・報告資料等は以下の website 参照。 

http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/society/conferences01.html 
 
4.  厚生労働科学研究費補助金・政策科学総合研究事業の実施 
①「社会保障と経済の相互関係に関する研究」（研究代表者：青木玲子） 
②「年金制度と引退プロセス・受益者の生活水準の相互関係に関する研究」（分担研究者： 

高山憲之） 
 
5.  経済産業研究所（RIETI）との間の調査協力 

第 1 回『暮らしと健康に関する調査（JSTAR）』の実施・分析（継続） 
 

II．ディスカッションペーパーの刊行 
 
No.328～No.369（42 本） 

→ 詳細は以下の website 参照。 

http://www.ier.hit-u.ac.jp/pie/stage2/Japanese/d_p/index.html 

 
III．個人別の事業報告・研究実績 
  （Ｉ．の 2 で記述した事業はここでは省略している） 

 
高山憲之 
 

1. 2007 年度 研究実績 
①論文 
Takayama, N., “Social Security Pensions and Intergenerational Equity: Japanese Case,“ in Roemer, J. & 

Suzumura, K. eds., Intergenerational Equity and Sustainability, Elsevier, November 2007, pp.36-52. 
Takayama, N., “The Search for More Equitable Pensions Between Generations,“ in Florian Coulmas et al. 

eds., The Demographic Challenge: A Handbook about Japan, Leiden: Brill, March 2008, pp.1116-1134. 
 

②DP 
高山憲之「韓国の住民登録番号（PIN）制度について」PIE/CIS DP-343, 2007 年 11 月. 
高山憲之「フランスの社会保障番号制度について」PIE/CIS DP-344, 2007 年 11 月. 
高山憲之「イタリアの納税者番号制度」PIE/CIS DP-345, 2007 年 11 月. 
高山憲之「アメリカの社会保障番号制度と税・社会保険料の一体徴収について」PIE/CIS DP-346, 

2008 年 2 月. 
 

http://cis.ier.hit-u.ac.jp/Japanese/society/conferences01.html�
http://www.ier.hit-u.ac.jp/pie/stage2/Japanese/d_p/index.html�
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③学会・国際会議報告 
Takayama, N., “Implementation and Coverage Issues on Public Pensions in Japan,” a Keynote Speech at 

the WB-MOF-Hitotsubashi International Workshop on Closing the Coverage Gap, Tokyo, Feb. 2008. 
 
④新聞記事等 
高山憲之「未統合の年金記録 5000 万件の衝撃」読売新聞・論点欄、2007 年 6 月 7 日. 
高山憲之「参院選 年金マニフェストを読み解く」朝日新聞・オピニオン欄、2007 年 7 月 

15 日. 
高山憲之「年金記録問題の核心」日本経済新聞・経済教室欄、2007 年 7 月 17 日. 
高山憲之「無年金者を出さぬ制度に」毎日新聞、2008 年 2 月 25 日. 
高山憲之「800 万件のミスマッチ」『農林年金』2008 年 2 月号. 
 

⑤その他 
世代間問題研究機構に係る専用ホームページの開設・更新 
 

青木玲子 
 
1.  2007 年度 研究会の開催 
①少子化研究会 10 回開催 企画・運営 
報告者：Yoon Young Cho (Korean Development Institute)・山重慎二（一橋大学経済研究科）・和田一

哉（一橋大学経済研究科博士課程）・安井健悟・松本勝明・池永肇恵・小西葉子・青木玲子 
 

2. 2007 年度 研究実績 
①編著・論文 
青木玲子・矢崎敬人 「知財の法と経済学」『経済研究』58(3), 2007, pp.263-283. 
Aoki, R., and Schiff,A.(2008),“Promoting access to intellectual property: patent pools, copyright 

collectives and clearinghouses,” R&D Management 38(2), pp.189-204. 
青木玲子 「日本のイノベーションとインセンティブ」 （青木玲子監訳 安藤至大訳 スザンヌ・スコッチマ

ー著『知財創出 イノベーションとインセンティブ』日本評論社、2008 年 3 月、第 12 章、pp.367-396.） 
Aoki, R., “Access to Genetic Patents – An Economist’s View,” In Van Overwalle, G. (ed), Gene Patents 

and Clearing Models, Cambridge University Press, forthcoming. 
青木玲子 「中間技術の知財と経済効率－ライセンスの活用」 伊藤秀史他編 『現代経済学の潮流

2008』 東洋経済新報社、近刊、所収. 
 
②DP 
Aoki, R. and Schiff, A., “ Promoting Access to Intellectual Property: Patent Pools, Copyright Collectives 

and Clearinghouses,” PIE/CIS DP-334, 2007 年 10 月.  
Aoki, R. and Schiff, A., “Intellectual Property Clearinghouses: The Effects of Reduced Transaction Costs 

in Licensing,” PIE/CIS DP-335, 2007 年 10 月. 
Aoki, R. and Schiff, A., “Differentiated Standards and Patent Pools,” PIE/CIS DP-336, 2007 年 10 月. 
Aoki, R., “On the Persistence of Low Birthrate in Japan,” PIE/CIS DP-347, 2008 年 2 月. 
Aoki, R. and Schiff, A., “Intellectual Property Clearinghouse: The Effects of Reduced Transaction Costs 

in Licensing,” PIE/CIS DP-359, 2008 年 3 月.  
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Aoki, R. and Schiff, A., “Differentiated Standards and Patent Pools,” PIE/CIS DP-360, 2008 年 3 月. 
Aoki, R. and Schiff, A., “Intellectual Property Clearinghouses and Investment in R&D,” PIE/CIS DP-361,  

2008 年 3 月. 
Aoki, R., and Schiff, A., “Intellectual Property Access Systems,” PIE/CIS DP-362, 2008 年 3 月. 
 
③学会・国際会議報告 
Aoki, R., “On the Persistence of Low Birthrates in Japan,”  Fertility and Public Policy: How to Reverse 

the Trend of Declining Birth Rates, organized by CIS of Hitotsubashi University and CESifo, Munich,  
February 1, 2008.  

青木玲子「中間技術特許と経済効率」日本経済学会 秋季大会、日本大学、2007 年 9 月 23 日. 
 

④新聞記事など 
青木玲子「ＭＰＥＧとＪＡＳＲＡＣはなぜ必要か」『merc』2 号、2007 年 10 月. 

 
松本勝明  
 
1.  2007 年度 研究実績 
①著書 
Matsumoto, K., Reformen der sozialen Sicherungssysteme in Japan und Deutschland angesichts der 

alternden Gesellschaft, Nomos Verlag, April 2007. 
松本勝明『ドイツ社会保障論 III‐介護保険』信山社、2007 年 11 月. 

 
②論文 
松本勝明「ドイツにおける疾病管理プログラム」国立保健医療科学院『保険医療科学』第 57 巻

第 1 号、2008 年 3 月、35-41 頁. 
 

③国際会議報告 
Matsumoto, K., “Das japanische System der Gesundheitsversorgung und Krankenversicherung,” 

Gastvortrag an der Universität Bielefeld, Bielefeld, October 2007. 
Matsumoto, K., “Germany’s 2007 Health Care Reform: An Assessment and Lessons for Japan,” Tokyo 

Meeting for ESRI International Collaboration Projects 2007, Tokyo, March 2008. 
 
④報告書 
松本勝明「ドイツにおける介護者の確保育成策」厚生労働科学研究費 政策科学推進研究事業

『介護者の確保育成策に関する国際比較研究』平成 19 年度研究報告書、2008 年 3 月、1-42
頁及び 177-195 頁. 

 

⑤DP 
Matsumoto, K., “Begutachtung der Pflegebedürftigkeit in der japanischen Pflegeversicherung im 

Vergleich zu Deutschland,” PIE/CIS DP-340, 2007 年 11 月. 
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植杉威一郎 
 

1.  2007 年度 事業実績 
①経済産業研究所金融・産業ネットワーク研究会における研究活動の運営 

②経済産業研究所サービス産業生産性研究会への参加 

 

2. 2007 年度 研究実績 
①論文 
Iichiro Uesugi and Guy M. Yamashiro, “The Relationship between Trade Credit and Loans: Evidence 

from Small Businesses in Japan,” International Journal of Business, forthcoming. 
 

②DP 
Iichiro Uesugi, “Efficiency of Credit Allocation and Effectiveness of Government Credit Guarantees: 

Evidence from Japanese Small Businesses,” PIE/CIS DP-353, 2008年3月, 日本銀行ワーキングペー

パーシリーズ 08-E-2, 2008 年 3 月. 
Koji Sakai, Iichiro Uesugi and Tsutomu Watanabe, “Firm Age and the Evolution of Borrowing Costs: 

Evidence from Japanese Small Firms,” PIE/CIS DP-354, 2008 年 3 月. 
 
③学会・国際会議報告 
I. Uesugi, “Efficiency of Credit Allocation and Effectiveness of Government Credit Guarantees: Evidence 

from Japanese Small Businesses” 東京大学金融教育研究センター・日本銀行調査統計局第 2 回共

催コンファレンス「90 年代の長期低迷は我々に何をもたらしたか」 日本銀行、2007 年 11 月

26-27 日. 
I. Uesugi, “The Role of Collateral and Personal Guarantees in Relationship Lending: Evidence from 

Japan’s Small Loan Market” 第 9 回マクロコンファレンス、慶応大学、2007 年 12 月 1-2 日. 
植杉威一郎  ASEAN-JAPAN Policy Workshop on SME Development (Valuable Statistics and 

Philosophy for Creating ASEAN Common White Paper on SMEs)での講義・全体討論の取りまとめ、

マレーシア・クアラルンプール、2008 年 1 月 15-16 日. 
I. Uesugi, “The Effects of Collateral on Small Firm Performance in Japan” 地域金融ワークショップ、

大阪大学、2008 年 3 月 1-2 日. 
 

④新聞記事など 
植杉威一郎「日本における開業と廃業の現在」『経済セミナー』2007 年 8 月号. 
植杉威一郎「実証－中小企業金融の実態（上）望まれる企業と金融機関のリレーションシップの

深化」日刊工業新聞、2007 年 10 月 1 日. 
植杉威一郎「実証－中小企業金融の実態（中）担保・保証人の機能 再評価を」日刊工業新聞、

2007 年 10 月 8 日. 
植杉威一郎「実証－中小企業金融の実態（下）信用保証制度には効果があるのか」日刊工業新聞、
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2007 年 10 月 22 日. 
植杉威一郎「中小企業金融における ABL の可能性」『月刊金融ジャーナル』2007 年 11 月号. 
植杉威一郎「担保・保証人の役割を再評価する」『国民生活金融公庫調査月報』2008 年 2 月号. 
植杉威一郎「ABL が中小を救う？ 安易な期待は禁物」『輸送経済』2008 年 2 月 12 日号. 

 

⑤その他 
・経済産業省中小企業庁・中小企業総合研究機構「高成長中小企業の実態把握に関する研究会」

委員（2008 年 3 月～） 
・経済産業省中小企業庁「地域中小企業構造問題研究会」委員（2008 年 2 月～） 
・JICA 研修「NIS 地域金融システム安定化政策及び改革戦略」講師、2008 年 3 月 7 日. 

 
田中秀明 
 
1. 2007 年度 研究実績 
①論文 
Tanaka, Hideaki, “Integration of Pension, Assistance and Taxation - How to Integrate Insurance Role with 

Redistribution Role” forthcoming in PIE/CIS DP. 
 

②学会・国際会議報告 
Tanaka, H., “Never Ending Issue - Contribution or Tax?,” a comment on “Social Pension and Public 

Finance” by Alain Jousten, at the WB-MOF-Hitotsubashi International Workshop on Closing the 
Coverage Gap, Tokyo, February 21, 2008. 

Tanaka, H., “Integration of Pension, Assistance and Taxation - How to Integrate Insurance Role with 
Redistribution Role,” ESRI International Collaboration Project 2007, Tokyo, March 5, 2008. 

 
③新聞記事など 
  田中秀明「道路特定財源借金返済の視点忘れるな」朝日新聞・私の視点欄、2008 年 3 月 28 日. 

田中秀明「基礎年金の一元化を急げ」『エコノミスト』2008 年 3 月 25 日号. 
 
4.  2008 年度 研究計画 
①「財政規律に関する研究－世代間の負担の公平の観点から」 

②「税と社会保障の一元化に関する研究」（国民生活基礎調査等の個票を使った分析、統計法の許

可が得られた場合） 

③「国立大学法人の運営費交付金に関する研究」（科学研究費を申請中） 

 
池永肇恵 
 
1. 2008 年度 事業計画（案） 
①労働市場の二極化をめぐる研究（前年度より継続） 
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労働のスキルの把握、情報化・グローバル化・サービス化・高齢化・教育・労働モビリティ等を

考慮した労働需要・供給面からの分析、法制度的要因の検討、低賃金・不安定雇用の分析（科

学研究費申請中） 
 

2. 2007 年度 研究実績 
①DP 
池永肇恵「労働市場の二極化―ＩＴの導入と業務内容の変化について」forthcoming in PIE/CIS DP. 

 

②学会・国際会議報告 
・内閣府国際共同研究におけるコメント（2008 年 3 月 4 日） 

“How can Female Labor Supply in Japan be Boosted and Women's Ability Fully Utilized?”  
 
③ワークショップ報告等 
・法政大学大学院 政策科学ワークショップ（2007 年 9 月 22 日） 

「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）社会に向けて」 
・跡見学園女子大学 実践ゼミナール（2007 年 10 月 26 日） 

「男女共同参画社会の実現と仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について」 
・経済研究所少子化研究会報告（2007 年 11 月 8 日） 

「最近の少子化関連施策について」 
・一橋大学国際・公共政策大学院 公共政策ワークショップ（2007 年 12 月 4 日） 

「働き方の改革について」 
 
安井健悟 
 
1.  2007 年度 研究実績 
①セミナー報告 

（ⅰ）2007 年 4 月：「ビューティー・プレミアム」 一橋大学経済研究所定例研究会 
(ⅱ) 2007 年 4 月：「ビューティー・プレミアム」 慶應義塾大学経済学部公共経済セミナー 
(ⅲ) 2007 年 12 月：“The Male Marriage Premium in Japan”（佐野晋平氏（神戸大学）との共同研

究） 一橋大学大学院経済学研究科産業労働ワークショップ（少子化研究会と共催） 
(ⅳ) 2008 年 1 月：“Physical Attractiveness and the Economic Return to Marriage”（佐野晋平氏（神

戸大学）との共同研究） 関西労働研究会（大阪大学行動経済学研究会との共催） 
(ⅴ) 2008 年 2 月：“Physical Attractiveness and the Economic Return to Marriage”（佐野晋平氏（神

戸大学）との共同研究） 統計研究会 労働市場研究委員会月例会 
 

②進行中の研究 
(ⅰ) 結婚・離婚行動と選好パラメター（時間割引率、危険回避度、双曲割引）の関係に関する

実証研究（佐野晋平氏（神戸大学）との共同研究） 

(ⅱ) 家計の資産蓄積と選好パラメター（時間割引率、危険回避度、遺産動機、予備的動機）、金
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融計画についての態度との関係に関する実証研究（小原美紀氏（大阪大学）、窪田康平氏

（大阪大学大学院後期博士課程）との共同研究） 

(ⅲ) 労働市場・雇用システム改革（仮）（岡崎哲二氏（東京大学）との共同研究） 

 
③その他 
安井健悟「美男美女への賃金優遇は不合理か」大竹文雄編『こんなに使える経済学―肥満から出 
世まで』ちくま新書、2008 年、pp.44-49 . 

 
2. 2008 年度 研究計画 
(ⅰ) 結婚・離婚行動と選好パラメター（時間割引率、危険回避度、双曲割引）の関係に関する

実証研究（佐野晋平氏（神戸大学）との共同研究）（１－②－(ⅰ)に対応）の完成. 

(ⅱ) 労働市場・雇用システム改革（仮）（岡崎哲二氏（東京大学）との共同研究）（１－②－(ⅲ)） 

 
黒田祥子 

 
1.  2007 年度 研究実績 
①論文（ジャーナル等で発刊済みのもの） 
Kuroda, S. and I. Yamamoto, “Why Are Nominal Wages Downwardly Rigid, but Less So in Japan? An 

Explanation Based on Behavioral Economics and Labor Market/Macroeconomic Differences,” 
Monetary and Economic Studies, Institute for Monetary and Economic Studies, Bank of Japan, Vol.25, 
No.2, 2007, pp.45-88.  

黒田祥子・山本勲「人々は賃金の変化に応じて労働供給をどの程度変えるのか？：労働供給弾性

値の概念整理とわが国のデータを用いた推計」『金融研究』第 26 巻第 2 号、日本銀行金融研究

所、2007 年、pp.1-40. 
 

②DP（投稿中および近刊のものを含む） 
Kuroda, S. and I. Yamamoto, “Estimating Frisch Labor Supply Elasticity in Japan,” Discussion Paper 

Series 2007-E-5, Institute for Monetary and Economic Studies, Bank of Japan, 2007.  
黒田祥子・山本勲「異時点間の労働供給弾性値の計測：わが国有配偶女性のマイクロ・データを

用いた検証」PIE/CIS DP-328, 2007 年 8 月.  
黒田祥子・山本勲「労働供給弾性値はどのように変化したか？：マクロとマイクロの双方の視点

から」PIE/CIS DP-339, 2007 年 11 月. ⇒『応用ミクロ計量経済学』3 章、日本評論社、2008 年

秋発刊に掲載予定. 
黒田祥子「日本人は働きすぎか？ 1976-2001 年 Time-Use Survey を用いた労働時間・余暇時間の

計測」一橋大学経済研究所世代間問題研究機構 DP、近刊. 
Kuroda, S., “Measuring Trends in Leisure in Japan -An International Comparison on the Allocation of 

Time over 25 years” 一橋大学経済研究所世代間問題研究機構 DP、近刊. 
 

③学会・国際会議報告 



9 
 

黒田祥子・山本勲「1990 年代後半の労働供給弾性値の変化の背景：マイクロ・データを用いた検

証」日本経済学会春季大会、大阪学院大学、 2007 年 6 月 3 日. 
黒田祥子・山本勲「ホワイトカラー・エクゼンプションは労働時間を増やすか？」東北大学 現
代経済学研究会、2008 年 1 月 17 日. 

黒田祥子 一橋大学 産業労働ワークショップ発表 
黒田祥子 統計研究会 労働市場委員会発表 
黒田祥子 上智大学 セミナー発表 

 
2.  2008 年度 研究実施計画（案） 
(1) 労働時間に関するプロジェクト 
①統計データの「労働時間」に関する分析 

『社会生活基本調査』の個票データを用いて、労働時間に関する 2つの質問項目（「1週間あたり

労働時間（離散変数）」と「実労働時間（連続変数）」）にどの程度乖離があるか、乖離が

あるとした場合どういった属性に乖離が生じやすいかを検証. 

⇒個票データの目的外利用を申請中 

②サービス残業の計測と景気変動との関係（長時間労働を促す要因その 1） 

『社会生活基本調査』と同年の事業所統計（『賃金センサス』等）とをマッチングさせ、属性別

に semi-aggregateし、サービス残業の水準を計測・景気循環との関係を検証. 

⇒個票データの目的外利用を申請中 

③ホワイトカラーの労働時間増大の要因分析（長時間労働を促す要因その２） 
『就業構造基本調査』の個票データを用いて、職種別の労働時間と賃金・賃金の分散に着目した

分析を行う。就調の職業別中分類データを用いて職種ごとに賃金のばらつきを算出し、その

ばらつきが 90年代に増加しているかどうか、格差が長時間労働を促しているかどうかを検証

する. 

⇒社会科学統計情報研究センターの 8割サンプルの個票データ利用を申請中 

④睡眠時間に関する分析 
『社会生活基本調査』の個票データ等を用いて、睡眠時間と景気循環との関係を用いて検証。ワ

ークライフバランス、過労や健康を考えるうえで、睡眠時間からの検討を行う. 

⇒個票データの目的外利用を申請中 

 
⑤時間帯別労働時間の分析 
『社会生活基本調査』の個票データを用いて、1990年代の労働時間帯の変化を分析. 

⇒社会科学統計情報研究センターの 8割サンプル個票データ利用を申請中 

 
(2) 賃金に関するプロジェクト 
①賃金の上方硬直性に関する分析 
『賃金センサス』の中分類集計データを用いて、今般の景気回復期の賃金上昇に関する分析を実

施. 

⇒データは概ね収集済み、2007年分の公表を待って研究開始予定 
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②実質購買力に関する分析 
『慶応義塾パネル調査』の個票データを用いて、世代別・年齢別に消費バスケットを構築し、実

質購買力に違いがあるかどうかを分析. 

⇒データ取得済み 

 
白石浩介 
 
1. 2007 年度 事業実績 
①三菱総合研究所との共同研究プロジェクト（2007 年度） 

テーマ：「持続可能な年金制度に関する研究」諸外国における公的年金制度改革に関する定性研

究および年金分析用のダイナミック・マイクロシミュレーションモデルの開発に関する研究 
 

2. 2008 年度 事業計画 
①三菱総合研究所との共同研究プロジェクト（2008 年度） 
テーマ：「持続可能な年金制度に関する研究・フェーズ２」2007 年度の成果を基盤として、年金

制度改革に向けた政策提言を立案。NDC 方式（概念上の拠出建て）ほかの新制度の制度デザ

インおよびそれらの定量的な検証に関する研究を行う. 
 

3. 2007 年度 研究実績 
①DP 
白石浩介「日本の年金改革：基礎年金の再編とＮＤＣ方式の導入」PIE/CIS DP-358, 2008 年 3 月. 
 
②学会・国際会議報告 
Shiraishi, K., “The Use of Microsimulation Models for Pension Analysis in Japan,” ESRI International 

Collaboration Projects 2007, Tokyo, March 5, 2008. 
 
③新聞記事など 
白石浩介「財政再建シナリオにおける経済予測の信頼性」経済企画協会『ESP』 2007 年 12 月号. 
白石浩介「消費税率の引き上げ」フジサンケイビジネスアイ・シンクタンクアイ欄、2008 年 3
月 6 日. 

 
④その他 

三菱総合研究所における受託研究：「所得分配と労働供給に関するマイクロシミュレーション」

（2007 年実施）、「消費税マイクロシミュレーション」（2008 年予定） 


